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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 25,290 6.9 478 △59.1 491 △60.1 292 △63.1

29年3月期第3四半期 23,663 △10.7 1,169 8.4 1,231 11.5 792 14.7

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　375百万円 （△52.2％） 29年3月期第3四半期　　785百万円 （15.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 91.77 ―

29年3月期第3四半期 248.39 ―

（注） 当社は平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。１株当たり四半期純利益は、前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 30,162 13,908 45.9

29年3月期 31,233 13,692 43.7

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 13,857百万円 29年3月期 13,648百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

30年3月期 ― 0.00 ―

30年3月期（予想） 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）平成29年３月期末配当金の内訳　普通配当　７円00銭　特別配当３円00銭

（注）当社は平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期（予想）の期末配当金につ
きましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期（予想）の期末配当金は10円となります。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,500 13.9 2,200 △5.3 2,200 △9.4 1,500 △10.9 470.11

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注） 当社は平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期の連結業績予想における

１株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については「業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項」をご
覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 3,195,700 株 29年3月期 3,195,700 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 5,265 株 29年3月期 5,125 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 3,190,491 株 29年3月期3Q 3,190,807 株

（注） 当社は平成29年10月１日付けで、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われ

たと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期末平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。

（株式併合後の配当及び連結業績予想について）

　当社は平成29年６月29日開催の第86回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につ
き１株の割合で株式併合を実施しております。なお、株式併合考慮前に換算した平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。

　１　平成30年３月期配当予想

　　　１株当たり配当金　期末　10円00銭

　２　平成30年３月期の連結業績予想

　　　１株当たり当期純利益　通期　94円02銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続くなかで、景気は緩やか

な回復基調で推移しているものの、不安定な海外情勢の影響なども懸念され、依然として先行きは不透明な状況が続

いております。

　道路建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移し、民間設備投資は企業収益の改善などを背景に持ち直しの

動きがみられますが、受注競争の激化や建設需要の地域間格差が顕在化するなど、経営環境は依然として厳しい状況

でありました。

　このような状況の下、当社グループでは、必要事業量の確保を最重要課題として積極的な営業を展開するとともに、

安全管理の徹底と品質重視の施工に努めてまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期間における受注高は279

億２千２百万円（前年同期比15.8％減）、売上高は252億９千万円（前年同期比6.9％増）となりました。利益につき

ましては、経常利益が４億９千１百万円（前年同期比60.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益が２億９千２

百万円（前年同期比63.1％減）となりました。

　なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に比較的集中するため、第１四

半期から第３四半期の連結会計期間における売上高に比べ第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといっ

た季節的変動があります。

（２）財政状態に関する説明

　 （資産）

流動資産は、前連結会計年度に比べ7.0％減少し、177億７千８百万円となりました。これは、現金預金が６億４

千３百万円、受取手形・完成工事未収入金等が22億８千７百万円それぞれ減少し、未成工事支出金が14億３千６百

万円増加したことなどによります。

　 （負債）

　流動負債は、前連結会計年度に比べ7.1％減少し、122億１千７百万円となりました。これは、支払手形・工事未

払金等が11億１百万円、未払法人税等が３億５千６百万円それぞれ減少したことなどによります。

　固定負債は、長期借入金が３億円減少したことなどにより8.2％減少し、40億３千７百万円となりました。

　 （純資産）

純資産合計は、前連結会計年度に比べて1.6％増加し、139億８百万円となりました。これは主として利益剰余金

が１億３千３百万円増加したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月11日に発表いたしました業績予想から変更はありません。

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,991,387 3,348,034

受取手形・完成工事未収入金等 13,686,134 11,399,117

未成工事支出金 739,110 2,175,913

その他のたな卸資産 171,159 198,511

繰延税金資産 333,783 334,747

その他 202,581 337,297

貸倒引当金 △14,841 △14,631

流動資産合計 19,109,315 17,778,990

固定資産

有形固定資産

土地 5,949,302 5,949,602

その他（純額） 3,745,025 3,923,816

有形固定資産合計 9,694,327 9,873,419

無形固定資産 38,556 37,023

投資その他の資産

投資有価証券 1,610,171 1,741,014

長期貸付金 51,117 38,628

破産更生債権等 80,657 57,460

繰延税金資産 659,636 627,564

その他 59,461 60,854

貸倒引当金 △69,512 △52,335

投資その他の資産合計 2,391,531 2,473,187

固定資産合計 12,124,415 12,383,629

資産合計 31,233,731 30,162,619
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 8,411,583 7,310,367

短期借入金 1,800,000 2,400,000

1年内返済予定の長期借入金 398,980 401,320

未払法人税等 538,459 182,355

未成工事受入金 362,591 872,858

賞与引当金 384,499 146,240

完成工事補償引当金 31,195 31,599

工事損失引当金 69,300 54,500

独占禁止法関連損失引当金 337,081 -

その他 811,579 817,801

流動負債合計 13,145,269 12,217,043

固定負債

長期借入金 865,330 564,590

退職給付に係る負債 2,433,572 2,373,920

再評価に係る繰延税金負債 886,522 886,522

長期預り金 156,000 156,000

その他 54,261 56,119

固定負債合計 4,395,687 4,037,152

負債合計 17,540,956 16,254,195

純資産の部

株主資本

資本金 1,751,500 1,751,500

資本剰余金 869,602 869,602

利益剰余金 9,090,987 9,224,255

自己株式 △5,129 △5,445

株主資本合計 11,706,960 11,839,913

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 202,973 294,493

土地再評価差額金 1,698,058 1,698,058

退職給付に係る調整累計額 40,142 24,664

その他の包括利益累計額合計 1,941,173 2,017,216

非支配株主持分 44,640 51,294

純資産合計 13,692,774 13,908,424

負債純資産合計 31,233,731 30,162,619
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 23,663,446 25,290,325

売上原価 21,044,287 23,388,482

売上総利益 2,619,158 1,901,842

販売費及び一般管理費 1,449,288 1,423,692

営業利益 1,169,869 478,150

営業外収益

受取利息 5,500 4,542

受取配当金 47,746 18,522

持分法による投資利益 38,763 15,836

雑収入 20,581 12,182

営業外収益合計 112,592 51,083

営業外費用

支払利息 45,449 34,616

雑支出 5,050 3,359

営業外費用合計 50,499 37,976

経常利益 1,231,962 491,258

特別利益

固定資産売却益 17,054 7,449

関係会社清算益 15,228 -

独占禁止法関連損失引当金戻入額 - 25,248

特別利益合計 32,282 32,698

特別損失

固定資産売却損 2,494 -

固定資産除却損 7,445 35,832

特別損失合計 9,939 35,832

税金等調整前四半期純利益 1,254,305 488,124

法人税等 455,611 188,672

四半期純利益 798,694 299,451

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,121 6,654

親会社株主に帰属する四半期純利益 792,573 292,797
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 798,694 299,451

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,767 91,148

退職給付に係る調整額 △25,174 △15,477

持分法適用会社に対する持分相当額 △380 371

その他の包括利益合計 △12,786 76,042

四半期包括利益 785,907 375,493

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 779,786 368,839

非支配株主に係る四半期包括利益 6,121 6,654
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はございません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はございません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。だたし、当該見積実効税率を用いて税金費

用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
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３．その他

四半期個別受注の概況

　個別受注実績

受注高

百万円 ％

30年３月期第３四半期 26,148 △13.5

29年３月期第３四半期 30,241 11.5

　（注） １．受注高は当該四半期までの累計額であります。

　 ２．パーセント表示は、前年同四半期比増減率であります。

　受注実績内訳

前第３四半期 当第３四半期

増減 増減率（自 平成28年４月１日 （自 平成29年４月１日

　至 平成28年12月31日） 　至 平成29年12月31日）

工
事
部
門

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

舗装工事 22,758 (75.2) 18,967 (72.5) △3,790 △16.7

土木工事等 3,866 (12.8) 3,765 (14.4) △101 △2.6

計 26,625 (88.0) 22,732 (86.9) △3,892 △14.6

製品等販売部門 3,616 (12.0) 3,415 (13.1) △201 △5.6

合計 30,241 (100 ) 26,148 (100 ) △4,093 △13.5

　（注） （ ）内のパーセント表示は、構成比率であります。
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